
皆さんは、岐阜市にたくさんのつたえ話があることを知つてい

様々な場所に伝わるお話を知り、その場所を散策して

ゆうべが池(含渡)
竣阜市JL西部のつたえ誌
。「火消し のノ字組ど」貝」武)

。「こしきじセうJ島 |

。「おたすけぎつ伯J戒 西|

。「べんけいの(■た□」1西姻)伝も衛門という大地主が住んでおり、

広い日んぼを持っていました。いつも
日植えの時期になると村のお百姓さん

たちに手伝ってもらいますが、一日では
日植えは終わりません。翌日に日植え
を続けようと残った苗を日んぼにその
ままにしておきました。すると、その日

んぼは一晩で池になってしまいました。

それからは、お百姓さんたちは、残った
苗はその日のうちに片づけるようにな
ったということです。

このほかにもいくつかのつたえ話が残っています。
とつても広い池と芝生の公園があります。釣り糸をたれている人もたくさんいます。
中学生以上は釣りをするのに遊漁証が以要です。
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300年 ほど前、紅という娘
が渡し船に乗って、鏡島弘法
の近くに住む船頭の弥助のと

ころへ嫁にきた。

3年後、船頭になった弥助の

手伝いをする紅の姿があった。

紅はお客にいろいろな話を
した。鏡島弘法を梅寺という

ようになった訳、鏡島にはマム
シがいないこと、黒田の柳のこ

となど。女船頭紅は、たいそう

評判になった。一

君も小紅の渡しに乗って、涼しい川働に吹かれながら、      :
女船頭 「紅Jの 話を思い浮かべてみるといいよ。 :

☆小紅の渡しは、4月～9月は3時～17時             l
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ま礎行しています。i

庁県

「嘘

編集

孝作

容行

河渡橋の北 15愉

体

ツJ(紅の渡し事務所

岐卑市高西部のつたえ誌
。「将軍の飲んだお_tJ(且格)

。「尾なし竜J(鶉)

。「蛙と亀と智通上人」(市橋)

。「女雲寺の鶏J(加納)

渡し船から長良川を望む

: 事 務所は河渡橋上流の一日市場 (ひといちば)に あります。   i
: 対 岸の鏡島の方から声をかけても船がきてもらえますよ。    i


